
るようにする。シリコーン密封剤を酎ヒさせるため一晩放置し、9．2．2．2りの規定に従い   

試験を行う。  

さ．5Dri血mgrim一飲み口   

平滑な水平面に製品を逆さにして置き、飲み口の境界P．g）に相当する高さにフェルト   

ペンを固定し、製品を回転させながら飲み口の境界線に印をつける。   

試験しない製品の外面部は敵解パラフィン（5．5）で注意深く覆う。飲み口部分に存在す   

るフタや取っ手も同様方法で試験する。飲み口部分を切り離して、別に試験してもよい。  

，Pro⊂edure一美験操作  

9．1Gemer虞卜概略  

鉛のみを測定する陽合は、通常の実験室照明条件下で抽出を行う。カドミウムを測定す   

る場合は、単独もしくは鉛と共に諷定する場合でも暗所で抽出を行う。  

9．ヱExtractioユー抽出  

9．ヱ．1Tbsttemperature一試験温度   

9．2．2に進む前に試料もしくは試験片と試験溶液（5．2）を22士20cに調節すること。  

9．2．2ContactbehYeeZ）thesamplesaTldthetestsolution－試料と試験溶液との関係  

9．2．2．1Fiu幻blesamples－液体を満たすことができる試料   

試料を平坦で水平な場所に置き、目盛り付きメスシリンダー（6．7）を用いて溢れ出す点   

の1mm以内まで試験溶液を充填するL平坦または傾斜したふちを有する試料の場合、荻   

面と溢れ出す点と傾斜したふちからの距離が6mmを超えないようにすること。浅型容器   

の場合、抽出後2％以下の精度で試験溶液の容積F（充填容積）を測定する。カドミウムを   

測定する際は試料を覆って暗所で静置すること。  

9．ユ．2．2Ⅳ叩一重lI且btesamples一溶液を滞たすことができない試料   

a）乱4a）に従い試料の調製を行った場合   

一連当な容器に試料を入れ（例：適当な大きさのホウケイ酸ガラス製の容器）、目盛り  

付きメスシリンダー（6．7）を用いて、試料が完全に浸潰するまで試験溶液（5．2）を  

注ぎ入れる。■   

－2％以下の精度で使用した試験溶液の容量γ（試料と接触した容量）を記録する。適当  

なカ／く－（6．6）で容器ををう。カドミウムを測定する場合は暗所に静医する。   

b）臥4b）に従い試料の調製を行った場合  

－シー リング処理をした製品を平坦で水平な場所に置き、日盛り付きメスシリンダー  

（6．7）で試験溶液（5．2）を注ぐ。   

－2％以下の精度で使用した試験溶液の容盈r（試料と接触した容盈）を記録する。適当  

なカバー（6．‘）で容器を覆う。カドミウムを測定する場合は暗所に静直する。   

注：標準的な試料はシリコーンゴムの枠にはめ込んで試験溶液（5．2）と接触させること  

ができる。シリコーンゴムの枠は、水漏れせず、製品のふちから6mmとし7mm  
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以上になってはいけない。  

，．2．2．3l．idsofreeepta⊂k5一客器のブタ  

製品がフタ付きの場合、フタの内面も別に試験すること。  

，．乙ヱ．4Drin肋1grim一飲み口   

処理された試料（g．5）の飲み口を下向きにして平底容器に入れる。飲み口を試験溶液  

（5．2）に完全に浸す。   

飲み口を切り離して試験する場合、切り離した飲み口を、深さ25■mm以上の平底容器  

（シャーレやビーカー）に入れ、試験溶液に完全に浸す。   

試料を入れる容器の大きさや注ぎ入れた試験溶液の高さを確認し、試験溶液量は最小限   

となるようにする。使用した試験溶液盈を2％以下の精度で計測する。  

9．2．3Dnra血mofex一円仁山n一拍出時   

揮発による試験溶液の減少が起こらない条件下で、試料への充填もしくは試料の浸渋が   

22土20Cで24時間土30分間維持されること。   

注：蒸発による試験溶魔の減少を防ぐためには、しっかりフタのできるプラスチック製  

トレイが適している。試験溶液（5．2）の蒸発による減少を最小限にするために、特に配慮   

を払うこと。必要であればその減少盈は重さにより計量し確認すること。  

9■3Sampling伽ex血CtSOIutionmranalysis¢ユmpteme那血ngきOIuポon卜分析用抽鱒鱒の   

採取辞仁科測定溶液）   

溶液を減少させたり試験した表面を磨損しないよう注意しながら、抽出嘩をかくはんす   

るなどして均一化させる。   

注：抽出液を均一化させるのに適した方法は、作業中の希釈や揮発による溶液の減少を  

避けながら、ピペットで抽出液を一定量吸い上げ、それを試料の中もしくは表面に吐き出   

しながら戻すという作業を何回か繰り返すことである。   

抽出液全てもしくはその一部を他の容器に移す。この溶液を試料測定溶液とし、測定は   

できる限り迅速に分析を行う。  

9．4CaIibrationandd扉er血nation一検丑と測定  

9．4．1CaIibration一検畳   

フレーム原子吸光分光計は製造元の取扱説明書に従い、適当なバックグランド補正を行   

い、鉛を測定する場合は217．Onm、カドミウムを測定する場合は22乳8nmの波長に設定   

し行う。   

備考；適切な条件下であれば、鉛を283．3nmの波長で分析してもよい。   

検盈線溶蔵群のゼロ点も導入する。（例：試験溶液でゼロ点調整を行い、試験溶液（5．2）   

で標準溶液（5．4）を段階希釈した検丑線溶液を導入する。）   

推奨する測定範囲：  
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－Pb：0．2mg几から10．Omg几  

一Cd：0．02mg化から0．5m釘L   

各検量線溶液測定後に試験溶液（5．2）を導入し、得られた吸光度を記録する。  

，．4．ユDet打min如iom一測定   

前記の条件で分光計を設定する。蒸留水、試験溶液の順で導入し、吸光度がゼロである  

ことを確認する。試験溶液を導入後卜試料測定溶液（9．3）を導入する。試料測定溶液の吸   

光度を測定する。   

試料測定溶液中の鉛漢度が10mg几、あるいはカドミウム波度が0．5mg几を超える場合   

には、適当畳の試験溶液で抽出液を希釈し、鉛蒋度を10mg几以下、カドミウム濃度を  

0．5mg几以下とし、シグナルが最適測定範囲内になるように調製すること。各試料測定溶   

液は少なくとも3回測定し、その平均値を計算する。   

精度を向上させるため、特に検盈線溶液を繰り返し測定した際、金属濃度の平均にわず   

かなドリフトが見られる場合は、内挿法を使用する。この手法では、前もって検量線溶液   

中の鉛及びカドミウムの濃度を測定しておき、試料測定溶液の金属イオン濃度のできるだ   

け近くの前後の検放線溶液を使用する。  

1けE叩reSSiomo一代S山由一結果の計算式  

10．1t引用亡keli喝Ieebnique－内挿法   

下の式から抽出液中の鉛及びカドミウム濃度（q）帥釘L）を算出する。  

Gご圧豊〕（G－C′）＋Cノ〕♂  

」8：試料測定溶液中の鉛及びカドミウムの吸光度  

d′：低濃度の検量線溶液中の鉛及びカドミウムの吸光度  

」2：高濃度の検量線溶液中の鉛及びカドミウムの吸光度  

Cノ；低濃度の検圧線溶液中の鉛及びカドミウムの濃度（m釘L）  

Cヱ：高濃度の検放線溶液中の鉛及びカドミウムの濃度（m釘L）   
d：試料抽出液の希釈率  

10．2CalibratiomcuⅣetee一心i甲柁一検丑農法   

検量緩から試料測定溶液中甲鉛とカドミウム濃度（m少L）を直蝶算出する。  

10．3CaI川血I‡onorreIeaseofIeadandぐadmium fbrflatware，nOIl一重tIabtear【i⊂lesandIe5I  

叩eCimens－浅型容器、液体を満たすことができない製品、試験片からの鉛及びカド  

ミウム溶出塁の算出   

浅型容器、液体を満たすことができない製品、または試験片からの単位表面積あたりの  

鉛及びカドミウムの溶出盈（鉛‥みb、カドミウム：棚卸g仙n2）はそれぞれ次の式から  

求める。  
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C¢．I●■  

ふ  

∩，．I′  
尺〃 ＝  

晶  

G：10．1L及び抽2に規定された式より算出した抽出液中の鉛及びカドミウムの濁度   

（mg／L）  

r：抽出に使用した試験溶液塁（L）（それぞれ9．2．2及び9ユ3参照）  

晶：容器の参照表面積（dmう（8．2参照）  

10．4CaIcu18暮ionorreIeaseorleadand亡admium什om仙edri浦山grim一飲み口からの鉛及び  

カドミウム浮出畳の計算   

ふちからの鉛及びカドミウムの溶出畳（舟山（mg／製品）は下の式から求める。  

J玖r＝Cク×r  

G：9．2．2．4に規定された式より算出した抽出液中の鉛及びカドミウムの濃度（m釘L）   

r：抽出に使用した試験溶硬塵（L）  

川．5Ca】cuIationorreIeaseorlead且nd亡admiumfbrrモCeptaCleswithlids－フタ付き容器の鉛  

及びカドミウム溶出量の計算   

容器とフタの内面からの鉛及びカドミウム溶出塁は、別々にmg／容器とm釘フタで算出  

する。両方の値を合計し、合計値は製品に応じて容器の表面積mg／dm2もしくは、容器の   

みの容量m釘Lで表す。  

10．‘Reporting一報告様司   

探型容器では鉛は0．1m釘L、カドミウムは0，Olmgルまで近似した正確さで計算する。   

浅型容器（液体を播たすことができない製品や試験片）では、鉛は0．1mg／dm2、カドミ   

ウムは0．01mg／dm2まで近似した正確さで計算する。   

飲み口では鉛は0．1mg劇晶、カドミウムは0・01mg／製品まで近似した正確さで報告する。   

フタ付きの容器を試験する場合は、2つの抽出値の合計を鉛は0．1m釘Lと0．1mg／dm2、  

カドミウムで0．Olm釘Lと0．Olmg〃m2までそれぞれ近似した正確さで報告する。  

10．7Compari…Witbpemissiblelimits－限度佑との比較   

ISO453■L＿lに規定された方法で得られた鉛及びカドミウム溶出畳が限度値を超えない   

場合、製品は規定された限度値に適合すると見なされる。   

フタ付き容器の場合、算出された溶出丑の値がmg／dm2単位もしくはm釘L単位のどち   

らで表されたとしても、鉛とカドミウムの限度値は容器のみに適用される。  
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ある製品の結果が限度値を超えた場合、その盈が根度値の 

なくとも3検体の同じ容器についてISO453ト1に記載された方捷に従って、鉛及びカド  

ミウムの溶出量を測定し、その平均値が限度値を超えず、さらに全ての検休で限度値の  

150％を超えるものがない場合は適合すると見なされる。  

11T捜Irepo正一試験潮昏  

試験報告は以下の情報を含むこととする。  

a）ISO453ト1に準拠していること  

b）試験する製品の型式、生産国及び名称を含む試験された製品の織別  

c）試料採取場所と日付  

d）試料の受節目付と試験日付  

e）表面積と参照表面積、充填容食または液体を満たすことができない製品では接触容積  

勺 試験した試料数  

g）10．6に準じる各製品または試験片の個別の結果、及び浅型容器ではm卵m2、液体を満  

たすことができる容器ではm釘Lの鉛及びカドミウムの平均値 

h）フタ付き容器では別に試験した容器とフタからの抽出値の合計  

i）飲み口では製品あたりの鉛及びカドミウムの溶出量（mg／製品）  

j）ISO453ト1に含まれないオプションと見なされる操作の有無  

k）試験された製品がISO453ト2に規定される溶出限度催を満たすかどうか。  

注：測定中の見られた異常に関しても全て報告する必要がある。  
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Releaseofleadandcadmium－PaTtl：Methodoftest．  

【3］lSO6955：1982，Analytica］speCtrOSCOPicmethods－Flameemission，atOrnicabsorptionand   

atomicnuorescence一＼bcabul町  

［4］lSO7086－l：1982，Glassho［lowwareincontactwithEbod－Releaseofleadandcadmium－  

Pa正1：1七stmethod．  

【5］EN1388・2：1995，MaterialsandarticlesincontactwithfbodstuffーSiJicatesurfhces－Part2：   

DetFrminatior10ftherelease of】eadand cadmium如m siJicatesurfhcesand otheTthan  

Ceraml¢Ware．  

f6］WHO／FoodAdditive577・44・ 

release（ReportofaWTOMeeting，Geneva8－10June1976）▲  

【7】WHO／FoodAdditivesHCS／79・7■CeramicFoodwareSaftty，CritjcalReviewofSampJing，   

Analysis，arldLimitsfbTLeadandCadmiumRelease（ReportofaWTOMeeting，Geneva  
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Ⅰ2－14November1979）．  

【glFREYIE・，andSCHOLZE，H・，Leadandcadmiumrelease舟onfhsedco（ours，g7azesand   

enamelsincontactwithaceticacidandfbodsttJ蝕andundertheinnuenceofljght，Z3ericht   

De山SCheKer釘¶iscわeGesel】s止a亀1976（VOl・56），PP・293・297．  

parf2；Permli＄S毎elimits－限度値  

1S亡Ope一適用範囲  

ロSO453ト11とほぼ同文であるため省略】  

2NormativeRe鉛rence一参照規準文書   

rlSO453ト12とはぼ同文であるため省略】  

3DefhitioIIS一本試験法における語句の定義   

ISO45・31・りを参照  

4PermissibleljmiIs一限度倍  

4．1General一概要   

ISO453l・1に規定された方法で鉛及びカドミウム盈を測定した時、4．2から4．4にある   

限度債を超えない場合には、そのホウロウ引き製品はISO453ト2の要求を満たすものと   

することができる。  

しかし、測定値が4．2から4．4の限度値を超える検体であっても、超過が50％を超えな   

い場合については、材質、形状、寸法、装飾が同一である他の3検体をISO453トlに規   

定された方法で測定し、その鉛及びカドミウムの溶出奥の平均値が限度値を超えず、さら   

に全ての検体で超過が50％を超えるものがない場合には、そのホウロウ引き製品はISO   

453ト2の要求を満たすものとすることができる。  

4，2Emame】1edware－ホウロウ引き製品   

表l一食晶と接触するホウロウ引き裂晶からの鉛及びカドミウム限度値  

製品区分  鉛  カドミウム  

mがm2   m釘L   mg相m2   mg／L  

浅型容器   0．S  0．07  

深型容器  0．g  0．07  

浅型容器   0．l  0．05  

深型容器  0．4  0．07   

び容器（3L以上）  0．l  0．05  

の佳の単位は浅型容器ではm釘dm2、探型容器ではm少L   

一83－  

23   



4．3pr独仏帽rim－飲み口   

ISO45ユ1－1の規定により飲料容器の飲み口を試験した場合、表2に示す物質がホウロウ   

引き製品から試験溶液中へ限度値を超えて溶出してはならない。  

表2 飲み口からの溶出限度値  

鉛（mg／製品）   カドミウム（m釘製品）   

2．0   0．20   

4．4r帥叫加1esw油Iid－フタ付き容器   

フタ付き容器を試験する場合は、容器とフタの内面をそれぞれ別でISO453ト1に従っ   

て試験する。2つの鉛とカドミウムの溶出量の合計はmg単位で算出し、合計値は状況に   

応じて、容器の表面積または容器のみの容丑に適用させる。鉛とカドミウム溶出耗の限度  

値はmg／dm2、mgルのどちらの単位で算出された場合も容器にのみ適用される。  
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12－14November1979）．  

【5］FREYiE・，aL）dSCHOLZE，H・，Leadandcadmiumre】ease舟omAJSedcoZours，glazesand  
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＜付属文書2＞  

ISO‘486（1999）  

食品と接触する陶磁器製品、．ガラスセラミック製品及びガラス製食器一鉛及び  

カドミウムの溶出－   

Ceramicware，glas＄・Ceramicwareandg）assdim）enVarCincomtactwithLbod－  

Re王easeorlead且mdeadmium－  

研究協力者：安井孝二 日本陶磁器産業振興協会  

Foreword－一前書き   

国際標準化機構（fSO）は各国規格機構（ISOメンバー）の世界的な連合体である。国際規  

格を作成する作業は通常ISO専門委貞会によって行われる。二委員会が設立された主旨に関  

心のある各国メンバーは、その委員会に代表を送る権利を持っ。ISOと連携している国際機  

関もまた、政府組織か非政府組織かを問わず、この作業に参加している。ISOは国際電気技  

術の標準化に関するすべてゎことについて、国際電気標準会議（lEC）と緊密に共同作業を  

している。   

国際規格はISO／】EC指針臥RT3の規定に基づいて案が作成される。  

専門委員会によって採択された国際規格案は、投票のために各国メンバーに回付される。  

国際規格として公表するには、投票を行うメンバーの75％以上の賛成を得ることが必要で  

ある。  

ISO64S6を構成する内容の一部は、特許権の問題に係ってくるかも知れないことについ  

て注意すべきである。ISOはそのような全ての特許権について検証する責任は負わない。  

ISO6486は専門委員会1SO／TC166（食品と接する陶磁器製品、 ガラスセラミック製品、  

ガラス製食器）において作成された。   

この第2版は、第1版（lSO64貼：】981年）を破棄し、これに取って代わるものであり、  

技術的な改訂が行われている。   

今回の改訂は技術的処理方法を現状にあったものにすること及び主要市場における現行  

規制値との調和及び地域や国で実施している多数の規格との調和を考慮して、溶出される  

金属の許容盈を改めたものである。  

ISOる486は「食品と接触するセラミック製品、ガラスセラミック製品、ガラス製食器一  

鉛及びカドミウムの溶出－」という表題の下で、以下のPartから構成されている。   

－P訂‖（I5；064写6・l）：試験法   

－Pa正2（‡SO64g6－2）：限度倍  
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Introduction一緒言   

陶磁器、ガラスわ表面からの鉛及びカドミウム溶出によって生ずる問題は、食品の調理、  

配膳及び貯蔵用に使用される陶磁器製品、ガラスセラミック製品、ガラス製食器が、不適  

切な配合、加工により製造された場合に、その使用によって引き起こされる可能性のある  

危険から人々を確実に守る効果的な方法が必要であるということである。   

第二の考慮すべき画題として、陶磁器の表面から溶出する有毒物質のコントロールに対  

する各国のそれぞれ異なった規制は、これらの商品の国際貿易における非関税障壁になる  

ことである。従って、鉛及びカドミウムの溶卸こ関する国際的に承認された試験方法を維  

持し、有害な重金属溶出の許容盈を定義する必要がある。  

ISO64阜6の中で規定されている鉛及びカドミウム溶出の許容限度催は、金属の暴露（摂取）  

塾の安全性の目安としての許容限度値とすることを意図したものではなく、関係業界にお  

ける優良製造工程に対応し、世界の主要市場における規制基準に整合させたものであり、  

かつ、これらの金属の暴露塵を全般的に減らそうとする目的を考慮したものである。  

Partl：Mモーl10dorモモ‡卜試験法  

1．Seope一連用範囲   

ISO64き6－1では、食品と接して使用される陶磁器、ガラスセラミック製品、ガラス製食  

器（ホウロウ製品を除く）からの鉛及びカドミウムの溶出に関する試験法を規定してい   

る。   

ISO6486－Ⅰは食品の調理、配膳及び貯蔵に使用される陶磁器、ガラスセラミック製品、   
ガラス製食器に適用する。ただし、食品加工業界で使用される容器や食品販売に使用され   

る容器については適用を除外する。  

乙Norma臼ve托企relleeS一参照規格文寄   

以下の規格文書は参照事項を通して、ISO64紬の構成要素となっている。日付の記載が   

ある文審の参照について、その後に公布されたこれらの修正や改定は適用されない。ただ   

し、ISO糾さ6を規格とすることに合意した関係各者には下記の鹿格文昏の最新版を利用す   

ることが可能かどうかについての調査を奨励する。日付の記載がない文書の参照において   

は、その最終版を適用する。ISOとIECの会員は現在有効な国際規格を支持する。  

ISO385・2：LaboTatOryglassware－Burettes－Part2：Burettesforwhichnowaitingtimeis  

SpeCi重ed．  

ISO64g：bねratoけgl出SWare－One－markpipe批S・  

ISOlO42：hboratoけglasswa∫e・One・ma止v0lumetric幻粥b・  

lSO3585：Borosiljcategl払S3．3－Properties．  
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】   

1SO3696：WhterfbraLla］yticallaboratoryuse－Specif；eEt；onandtestmethods．  

3．恥rIⅡSanddenmitio皿S一用語及び定義  
．   

ISO64貼・1では以下の定義が適用される。  

3．1如Or痛abさOrption叩eぐ什Omモtry一席子吸光光度法（AAS） 

自由原子の吸光度を測定することによって、定性的判定及び元素池度の定量的測定を   

行う分光分析汝。  

3．2atomitabsorp伽ロー原子吸光  

ガス祁に存在する自由原子による電磁放射線の吸光であり、ガス相において吸光する   

原子に固有の線スペクトルが現れる。  

3．3brヵ亡kモtingte亡血涙qロe一内挿法   

最適分析範囲内で、讃度の近い2つの検尿専用標準液の 

中間に、試料の攻光度の測定値あるいは測定装置の指示値を挿入することによって濃度   

を求める分析法。  

3．4cal抽ーカーiom血眠tion一検敢関数  

原子吸光光度計の示す試料の吸光度またはその他の装置の指示値と、鉛及びカドミウ   

ムの濃度との関数。  

3．5亡eramieware一陶磁器製品  

食品と接触して使用される陶磁器製品。例えば（一般）磁器、ポースレン磁器、陶器な   

どの飲食器で無頼、施軸は問わない。  

3．‘eookimgw8re一料理用品  

飲食着であり、特に飲食物の調理の過程で一般の加熱方法や電子レンジで加熱される   

ことを用途とするもの。  

3．7dinmen柑re一食器類   

食卓上に食物を出すた捌こ使われるもので、皿、ノj、皿、；サラダボウル乳ただし、ゴ   

ブレットやデキャンタなど飲み物専用の容積測定に使われる容器を除く。  

3．gdir比tmetbodordetemimation－直接測定法  

吸光度または装置の指示値を検蓑関数に代入して、試料溶液の深度を罪出する方法。  

3．9d血揖bgr血一飲み口  

飲み物用容器の縁の最上部から容器の縁に沿った20mh幅の外表面部分。  

3．10e王traetionsollltion一拍出液   

鉛及びカドミウムの測定に用いられる抽出操作を行った後の4％（VⅣ）酢軌  

3．11flameatomicabsorp‘ねnspec（rometry－フレーム原子吹光光度法（fAA鱒  

ガス相の中で自由原子を励起させるのにフレームを用いる原子吸光光度鋲。  

3．12加加are一線型容器  

陶磁器またはガラス製晶で、最深部から溢れ出す点を通る水平面までの垂直の高さが  
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25mm以下の製品。  

3．13fbodwa托一飲食器  

食品及び飲料の準備、調理、配膳及び貯蔵の使用を目的とする製品。  

3．14glass¢訂amic一ガラスセラミック  

原料を高温で完全に溶解し均質化したのちに、冷却・固化して作られた無機物。この   

冷却は、通常の微細結晶体を製造する方法に適用されているコンディションと温度で行   

われる。  

3．15がaざS一ガラス  

原料を高温で完全に溶解し均質化したのちに、冷却・囲化して作られた無機物で、本   

質的に結晶化していないもの。  

注：ガラス材は使用される着色剤、乳濁材の量に応じて、透明のもの、有色のもの、   

不透明なものがある。  

3．1占bouoⅥWa代一深型容器  

陶磁器製品で最深部から溢れ出す点を通る水平面までの高さが25Ⅰ¶mを超えるもの。   

さらに、深型容器は容積に基づき3つの区分に分けられる。  

－′J、容器：容皮がi．1L未満  

一大容器：容量がl．1L以上  

一貯蔵容器：容量が3L以上  

－コップ及びマグ：小さな陶磁器製探型容器で、通常飲み物に使用されるもの。  

例えば温いコーヒーや紅茶を飲む場合に用いられるもの。  

注：コップ及びマグカップは取っ手付きの約240mL程度の器である。一般的に側面が   

湾曲しているものをカップ、側面が円筒状であるものをマグという。  

3．170PtimumworkingraDge一最適分析範囲  

濃度と吸光度が実質的に直線関係にある分析用標準液の範囲。  

3．18r曲re□亡eSurね亡e8rea一参照表面積  

通常の使用状態で食物が接する範囲。  

3．1少t亡StSOlution－試験溶液   

製品から鉛及びカドミウムを抽出するために使用される溶媒（4％Ⅳ〝）酢酸溶液）。  

3．ヱOYitr飴uSenameldwar¢一ホウロウ引き製品   

ガラス質の無機質コーティング剤を5000C以上の温度で焼き付けてコーティングした   

金属製晶。  

4．Prin亡iple一原理   

試験対象となる試料表面を4％（Ⅴ〝）酢酸に接触させ、22土20Cで、24時間放置する。   

試料に鉛及びカドミウムが含まれる場合は、試料表面からそれらが抽出される。抽出さ   

れた鉛及びカドミウムの畳はフレーム原子吸光光度法（fÅAS）で測定する。日常的な試  
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験では他の同等な分析方法を使用してもよい。  

5．Reagen怨and皿血rhlsT試薬及び実験材料  

5．1Reag饉t5一読薬  

測定には分析グレードの試薬を用いること。また、蒸留水もしくはISO3696の要求を   

満たす訂ade3相当に精製された水のみを用いること。  

5．1．1A⊂摘eaeid－酢酸  

氷酢酸、密度戸Ⅰ．05g／mL  

5．1．ヱAce触acjdtestsolutio山一酢酸試験溶液：4％叩溶液  

蒸留水に40mLの氷酢酸（5．1．1）を加え、1Lに希釈する。この溶液は使用ごとに新し   

く作る。この比率で多盈（1L以上）の溶液を作ってもよい。  

5．1．3Ⅰ．eadsto¢ksolution一鉛標準原液  

試験溶液（5．l．2）1L当たり1000土1mgの鉛を含む分析用標準原液を調製する。または、   

市販されている原子吸光分析用（AAS）鉛膵液を使用してもよい。  

5．l．4Cad止Ii吐出stoeksotutiom－カドミウム標準原液  

試験溶液（5．l．2）1L当たり1000土Imgのカドミウムを含む分析用標準原液を調製する。   

または、市販されている原子吸光分析用（AAS）カドミウム溶液を使用してもよい。  

5．1．5Leadstaロdard501油川一鉛標準廃液  

鉛分析用標準原液を試験溶液（5．l．2）で10倍に希釈して、鉛100m釘L、言い換えると  

1L中に鉛0．1gを含有する鉛標準液を調製する。  

5．1．6Cadmiumsねndardsoltltiムn－カドミウム標準溶液  

鉛分析用標準原液を試験溶液（5．1．2）で】00倍に希釈して、カドミウム川mg几、言い   

換えると1L中にカドミウム0．Olgを含有するカドミウム標準液を調製する。  

注l：標準溶液は使い慣らした、かつ堅く密閉できる適当な容器（例えばポリエチレン   

容器）で、．品質を損なうことなく4週間保存することが可能である。新しい容器は標準溶   

液を満たし、24時間放置すれば、使用可能な使い慣らしたものになる。使い憤らしに使用   

した溶液は捨てる。   

注2：ホールピペットまたは精度の良いピストンピペット（500pL及び1000トL）、並び   

に500mレ2000mL容メスフラスコを用いて標準原済を試験溶液（5．1．2）で希釈し（5．l．5   

及び5．1．6）、正確な測定溶液を調製する。この溶液は使い慣らした適当な容器に保存する。   

これらの溶液は4週間ごとに再調製する。  

5．2Ⅳhterlalsandsupplies一美験材料及び消耗品  

5．2．1Para爪nwa王－パラフィンワックス  

高溶融点のもの。  

5．ヱ．2Wash王ngagent－洗浄剤  

市販されている非酸性の手洗い用食器洗浄剤。メーカーの指示に従って希釈したもの。  
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5．2．3Si日印れeSealanトシリコーン密封剤   

直径6mm程度のひも状になるもの。この密封剤は試験溶傾（5．1．2）へ酢酸、鉛及びカ   

ドミウムが溶出するものであうてはならない。  

‘Apparatロ5一機器  

‘．1Atoふi亡absorptionspectromefer－原子吸光光度計  

原子吸光光度計は、鉛、カドミウム専用の光源（ホローカソードランプや無電極放電ラ   

ンプ）、パックグランド補正装置、及びシングルスロット（約100mm）またはポイリング・   

バーナーヘッドがついているもの。デジタル濃度読取装置がついたものでもよい。エア．   

アセチレンフレームを使用し、装置メーカーの指示する条件に従って操作する。これら   

の操作条件に従った場合、濃度特性（吸光度を0．0044にしたときの濁度）は、鉛について   

波長217nmで測定したとき約0．2m釘L（土20％）になる。カドミウムについて波長22g．gnm   

で測定したとき、濱度特性は約0．02mが一匹20％）になる。  

備考；適当と認められる場合には、鉛の分析に283．3nmの波長を用いてもよい。  

‘．2A亡亡群島Orie＄－付属品  

‘．ヱ．1AssortedgIasswarモーガラス器具  

必要な場合は、ISO3585に指定されたホウ珪酸ガラス製のものを使用する。  

8．ヱ．2Burette－ビュレット  

0．05mL毎にメモ▲りがついている25■mLの容量のもので、ISO3き5・2規定のcl郎SBの条   

件を満たすもの、またはそれ以上のもの。  

‘．2．3Covers－カバー  

テスト中の試料にかぶせるフタで、例えば種々の大きさのプレート、時計皿、ベトリ   

皿など。暗室が無い場合には不透明のものを使用する。  

‘，2．40れe・marI【pipeltes－ホールピペット   

10mL及び100mL容盈のピペットで、ISO648規定のclぉsBの条件を満たすもの、ま   

たはそれ以上のもの。必要な場合はこれ以外の容量のものでもよい。  

‘．2．5011e．markYOlumetrielね＄b－メスフラスコ   

100mL及び1000mL容塵のメスフラスコで、ISOIO42規定のclassBの条件を満たす   

もの、またはそれ以上のもの。必要な場合はこれ以外の容量のものでもよい。  

6．乙¢Predsiompi＄tOnpipett借一精密軸定用ピストンピペット   

ストロークが固定式のもの。一般的なものでは容量500llL及び1000けL。  

‘．2．7Straightedge沌dd¢ptbgaug¢一直定規及び水深計  

ミリメートルまで測定できるもの。  

7SampIi昭一試料の採取  

7．1Priori曙一億先順位  
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多種にわたる食器が混合されているロットの中から試料を採取する際は、それぞれの   

品種の中で表面積／容積の比率が最も高い容器を優先する。また食品と接触する面に広   

く着色や絵柄が施されているものは、特に優先する－よう配慮すべきである。  

7．2SampIe由e一試料数   

実状に適した試料のサンプリング方式を開発することが望まれる。いかなる場合にお   

いても測定される数が4個未満であってはならない。それらの試料は、大きさ、形状、   

色、絵柄が同一でなければならない。  

7．3Prep訂ationamdpres打YationortestsampIes一読験試料の調製と保管   

試料は試験に影響を与えるような油分やその他の物質を除去し清潔であること。試料   

は非酸性の洗剤が入った40ニC程度の溶液で手早く洗う。水道水ですすいだ孜、蒸留水ま   

たは同等の純度の水ですすぐ。乾燥機にかけるか、新しいろ紙でふき取ることによって、   

水気を切り乾放させる。汚れの残っている試料は使用しない。洗浄後は試験される面に   

手を触れてはならない。フタの内側は別として、通常の使用状態で試料表面の一部が食   

品と接触しない場合には、最初の洗浄■乾燥後にその部分をパラフィンやシリコーンの   

ような保護コーティングで覆う。これは鉛及びカドミウムの試験溶液へ溶出しないよう   

にし、試験溶液への影響を排除するためである。  

8Proぐedure一棟作  

8．1Determirlationofrefbrcncesurfhceareafbrf］atware一浅型容器の参照表面積の測定   

試料を平滑な紙の上に置き、縁に沿って輪郭を措く。その面積を適切な方法で測定す   

る。推奨される方法としては囲まれた部分を切り取り秤量する。既に面積の判っている   

長方形の紙の歪丑と比較して面積を節出する。この両群を裁とし小数点以下2桁まで平   

方デシメートルの単位で記録する。円形の試料の場合には、見かけ表面積を直径から算   

出しても良い。  

8・2Prepar且血T”farticleswhichcatlnOtbeⅢ1ed一液体を満たすことができない容器の調製   

通常の容器は、浅型であれば縁の溢れ出す点から傾斜に沿って6mm、深型容器であれ   

ばふちから垂直にImmの深さまで硬を満たす。この方法で酸性液を満たしたとき最深部   

で5mmに達しないものは、液を満たすことができない容器と定義する。このような容器   

は下記の中のいずれか一つの方法で試験する。   

標準的な試料については、それにフィットするシリコンゴムを、水が漏れない様にふ   

ちに密着させてつけてもよい。ただし、ゴムはふちから6mm以上にならないこと。また、   

液の深さは5†れm以上、25mm以下であること。このように処理されたものは、液を満た   

すことのできる浅型容器として扱う。   

シリコンシーラントを用いてふちの周りを盛り上げ5mm以上、25mm以下まで液を満   

たすことができるようにしてもよい。ただし、盛り上げた部分はふちから6mm以上にな   

らないこと。このように処理されたものは、液を満たすことのできる浅型容器として扱  
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う。  

試料の食品と接する面を除くすべての面を溶融パラフィンワックスでコーティングし、   

試験溶液に浸痩して測定する。このように処理されたものは、液を満たすことができな   

い浅型容器として扱う。  

＄，3EヱIra亡霊iom一拍出  

8．3．1E裏racポ○れtempera血托一拍出温度  

抽出は22土20Cで行う。カドミウムの測定を行う際には暗所で抽出を行う。  

8．3．2Leadlimg一溶出  

8．3．2．1一日abIear暮i亡Ie5一枚を満たすことができる製品  

深型容器については、垂直に測って】mmのところまで、浅型容器については液の溢れ   

出すところから表面に沿って縁から6mmのところまで試験溶液（5．l．2）を満たす。浅型   

容器の場合には満たした4％酢酸溶液を免り記録する。カ′〈－をして24時間土30分溶出さ   

せる。  

8J．2．2Non一爪1Iさblearti亡l尊一液体を満たすことができない製品  

これらの品目は8．2c）に従い、パラフィンワックスで覆い、適当な大きさのホウケイ酸   

ガラスのような容器の中で、試料が完全に覆われるように試験溶液（5．1．2）を加える。加   

えられた酢酸溶液の畳を精度2％で量り記録する。24時間土30分溶出させる。  

8．3．3Samp】bgortbeex摘Cti川S01u伽n知ranaIysis一分析用抽出液の採取  

採取する前に控拝その他の方法により溶液を混合する。ただし、抽出液をこぼしたり、   

試料の表面を傷っけたりしないような方法を使用する。十分な量の抽出溶液をピペット   

で適当な保存容器に移す。  

鉛及びカドミウムが保存容器の壁面に吸着する恐れがあるのでできる限り速やかに分   

析する。特に鉛及びカドミウムとも低濃度の場合には注意すること。  

乱4Drinki喝rimandotherspeeialtes也一飲み口及びその他の特殊な試験  

カップは4個の試料でのみ口の外側の下、20mmのところにマークして試験を行う。   

各々のカップをその直径の1，25から2．00倍の直径を有する適当な実験室用のガラス容器   

に伏せて置く。4％め酢酸溶液を20mmマークのところまで満たす。22土2●Cで24時間放   

置し（カドミウム洲定は暗所で）、過度な蒸発をしないようにする。必要であれば、20m   

のレベルを保った桝こ、抽出液を採取する前に4％の酢酸を加える。原子吸光光度法で鉛   

及びカドミウムの測定を行い、その結果はl製品あたりのmg単位で報告する。  

注：この方絵は飲み口部分の評価を行うための、任意の試験方法である。  

8．5CaIibr射io皿一枚丑  

フレーム原子吸光光度計（6．1）はメーカーの指示説明に従い、パックグランド効果を補   

正しながら、鉛を測定する場合は217．Onm、カドミウムを測定する場合は22g．8mの波   

長を適用して設定する。   

備考；適切な場合には鉛の分析に283．3nmの波長を使用してもよい。  
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試験溶液中のゼロ表示のもの（ブランク液）を吸引させて、ゼロ値を調整する。試験溶   

液（5．1J2）で標準溶液を段階希釈した検量溶液のセットを吸い込ませ、直線範囲での検量   

線を作成する。  

推奨する測定範囲：  

－Pb二：0．5mg几から10．Omg几  

－Cd：0．05m釘Lから0．5mg几  

臥‘Del汀mina扁onofl助d細dcadmium－鉛及びカドミウムの測定   

前述のように光度計を設定する。蒸留水を吸い込ませ、次いで4％酢酸溶液を吸い込ま   

せて、吸光度がゼロであることを確認する。試験溶液（5．1．2）を吸い込ませた後、分析用   

抽出液を吸い込ませ、吸光度を漸定する。   

抽出液の鉛濃度が10mg几より糾、ことが判明した場合には、適当な整数で分割した   

畳の溶液を取り分け、試験溶液（5．l．2）で希釈して、10mg几より低い濃度に下げる。こ   

のような配慮はカドミウムの測定にも適用される。  

，E叩reSSiomorr即Its一緒呆の表示  

9．1Br8Cketinglecbnique－内挿法   

抽出溶液中の鉛及びカドミウム濃度わ。）はmg几で算出し、次式により求める。  

肝圧豊〕如）ヤ′〕d   

」〃：抽出溶液中の鉛またはカドミウムの吸光度   

d′：低濃度側の検量線溶液中の鉛またはカドミウムの吸光度   

ノブ：高濃度側の検丑線溶液中の鉛またはカドミウムの吸光度   

βJ：低濃度側の検量線溶液中の鉛またはカドミウムの濃度（m各／L）   

タフ：高濃度側の検量線溶液中の鉛またはカドミウムの濃度（m釘L）   

注；抽出液が希釈されている場合、前式において適切な希釈係数dを使用する。  

9．2CaIibratjon仙ⅣeteCh扇qⅥe一検盈線法   

検量線または装置の直接読み出しから、抽出液中の鉛またはカドミウムの濃度（m釘L）   

を直接読み取る。  

9．3Ca］ct］lationofreleaseofleadJ）ndcadmitlmfromf］atware一浅型容器からの鉛及びカドミ  

ウム浮出丑の算出   

浅型容器から溶出した鉛及びカドミウムの単位面積当たりの量岬♂）は喝／dm2で算出   

し、次式により求める。  

仰、、f′  
月ク  

範  

伽：抽出跨液中の鉛またはカドミウムの濃度（m少L）  
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r：試料に注入した溶液皇（L）  

み：容器の計算対象表面積（dm子）   

深型容器については、鉛は0・1mg几、カドミウムは0．Olm釘Lまで求める。   

浅型容器については、鉛は0．lmg伽－2、カドミウムは0．Olm卵m2まで求める。   

溶出溶液の鉛またはカドミウムの濃度については、鉛は0．lm釘L、カドミウムは0．Ol  

mg几まで求める。  

10R叩mdu亡ibil吋andYadabi】和一再現性とばらつき   

陶磁器製食器からの鉛及びカドミウム溶出量刑定においては、分析を再現する時の誤   

差や試料採故時に生ずるばらつきが問題である。このセクションに挙げられている短材   

は科学的、技術的に興味を引くものではあるが、ISO64g6－1の関連では標準を設定したり、   

規定を定めたりするような重要性はない。  

10．1Repro血⊂ibil和一再現性   

鉛及びカドミウム濃度の分析測定には、3種類の測定誤差が生じる。   

次の表】に、それぞれおよその標準偏差†4】を示した。  

表IPbとCdの測定におけるばらつきの原因  

n  

ばらつき発生源   Pb測定時の標準偏差  Cd測定時の標準偏差  

（mg几）   （m〆L）  

同一試験室内の分析   0．04   0．004  

別個の試験室内の分析   

試験室と試料との相互作用   0．0（；  0，007      0．06  0．Ol  
再現性  0．094   0．O12  

表1の4行目にある統計上の相互作用という項は、試験室問で差ができないはずの試  

料分析において差を生じたということを表している。詳細については、基本統計学のテ  

キスト仏NOVÅ：誤差分析法）に記載されている。再現性は、上記3種類のばらっきに  

おける標準偏差を2乗した値の合計の平方根である。  

10．2Viriability－ぱらつき   

分析の再現性はガラスや陶鱒器劇品の表面の溶出反応における固有のばらつきと比較   

すれば遥かに良い。“サンプリングのばらつき”と名付けられるこのばらつきは、実験誤   

差を生じさせる最大の原因である。Moore【5】は広範にわたるサンプルについて、鉛及び   

カドミウムの溶出のばらつき率は通常60％であることを示している。従って、母集団が   

大きい場合、・10，000回に1回、4個の試料のうち】個が許容量2mg几を上回るのを避け   

るためには、鉛溶出量の真の平均値は約0．5gmg几となる。表2は母集団の平均値と標準  
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偏差の算定結果ごとに、試料の4個に1個、または6個に】個が許容量2m釘Lを上回る  

表2 許容量2m釘Lを超える確率  

2m釘Lを超える確率  2mg／Lを超える確率   
l  

＜0．00001   ＜0．00001   

母集団の平均値  母集団の標準偏差  試料4個に1個が   

試料6個に】個が  

0．13S26   0．20005   

1．2   0．72   0．75836   0．8S122   

0．4   0．】2   ＜0．00001   
‾‾  

08   0．24   0．00002   ＜0．00001  H           ［  0・00004  

0．36   0．3Z5（58   0．44627   

ノ確率を明示している。  

11T七5trepOr卜試験報告昏  

試験報告書には次の事項を記載する。  

a）ISO規格64き6・1との関連。  

b）試料の識別（型式、生産国、仕向地等）  

c）試料の表面積または見かけ表面積及び満たした披量、または液体を満たすことのでき  

ない製品や試験品については抽出に使用した塁  

d）試料数  

¢）試験結果は個々の試料毎の値及び試料群毎の平均値を表示する。深型容器の測定値に   

ついてiま、鉛は0．1mがノ、カドミウムは0．01m〆Lまで求めて報告する。浅型容器の   

測定値は、鉛は0．1mg／dmヱ、カドミウムは0．01mg／dm2まで求めて報告する。   

注：補足事項として、浅型容器の試験溶廠の濃度も同様に0．】mg几、カドミウムは0，01   

m釘Lまで求めて報告する。  

0測定時に気付いた異常な現象  

g）任意の試験方法（ISO6購6－1に含まれてない試験方法）  
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